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昨
年
の
日
本
は
、
３

月
１１
日
の
東
日
本
大
震

災･

大
津
波
、
福
島
原
発

事
故
に
よ
り
、
復
旧
、

復
興
の
重
い
課
題
を
背

負
い
ま
し
た
。
何
と
し

て
も
被
災
地
域
が
災
害

前
の
暮
ら
し
を
一
日
も

早
く
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
年
も

全
力
投
球
し
て
参
る
覚

悟
で
す
。

同
時
に
重
要
な
の

は
、
世
界
が
大
き
く
変

わ
る
中
で
、
既
に
被
災

前
か
ら
日
本
は
競
争
力

低
下
、
政
府
債
務
累

増
、
社
会
保
障
の
揺
ら

ぎ
、
外
交
力
劣
化
な
ど

数
々
の
厳
し
い
問
題
に

直
面
し
て
い
る
中
で
、

い
か
に
し
て
「
強
い
日

本
」
を
復
活
さ
せ
る

か
、
で
す
。

な
ぜ
今
日
ま
で
こ
う

し
た
問
題
が
解
決
さ
れ

ず
、
い
つ
の
間
に
か

「
失
わ
れ
た
２０
年
」
に

な
り
、
競
争
力
世
界
一

の
わ
が
国
が
３０
位
近
く

に
ま
で
転
落
し
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
根
本
治
療

を
怠
り
、
対
症
療
法
に

終
始
し
て
き
た
政
治
の

責
任
は
重
い
と
思
い
ま

す
。
今
、
再
び
民
主
党

政
権
は
、
同
じ
間
違
い

を
繰
り
返
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
根
本
解
決
を

も
た
ら
す
改
革
断
行
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
私
は

昨
年
夏
、
超
党
派
で

「
日
本
を
根
っ
こ
か
ら

変
え
る
保
守
の
会
」
と

の
議
員
連
盟
を
立
ち
上

げ
、
志
を
同
じ
く
す
る

者
が
党
派
を
超
え
て
集

全
」
で
は
な
く
、
「
産

業
、
機
械
設
備
の
安

全
」
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ
関

の
抵
抗
で
機
能
の
一
元

化
も
全
く
不
十
分
。
私

は
、
必
要
な
機
能
は
全

て
一
元
化
し
、
人
間
を

重
視
す
る
独
立
性
の
高

い
３
条
委
員
会
「
原
子

力
規
制
委
員
会
」
の
設

置
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。「

社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
に
関
し
て

も
、
消
費
税
率
を
上
げ

れ
ば
全
て
問
題
解
決
か

の
よ
う
な
政
府
の
論
調

で
す
が
、
そ
れ
は
財
政

に
責
任
を
負
っ
て
い
る

財
務
省
だ
け
の
論
理

で
、
政
治
は
国
民
の
暮

ら
し
改
善
の
た
め
の
総

合
判
断
、
す
な
わ
ち
、

ど
の
よ
う
な
国
を
作
る

の
か
、
国
の
か
た
ち
の

提
示
こ
そ
が
重
要
で

す
。税

収
を
上
げ
、
保
険

料
収
入
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
そ
れ
を

払
う
企
業
と
そ
こ
で
働

く
人
た
ち
の
「
納
税

力
」
を
強
化
す
る
こ
と

が
第
一
で
す
。
暮
ら
し

に
見
通
し
と
潤
い
を
も

ま
り
、「
真
の
保
守
主

義
」
政
策
に
立
ち
帰
っ

て
日
本
を
根
本
か
ら
変

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
強
い
日
本
」
再
生
を

図
ろ
う
、
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

先
月
、
野
田
総
理
は

福
島
原
発
事
故
収
束
宣

言
を
行
い
ま
し
た
が
、

国
民
の
誰
も
納
得
し
て

い
ま
せ
ん
。
誰
が
こ
の

よ
う
な
愚
か
な
こ
と
を

言
わ
せ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
は
霞
ヶ
関
の
論
理

で
す
。
原
子
炉
し
か
見

ず
、
放
射
能
汚
染
に
怯

え
る
国
民
の
気
持
ち
を

軽
視
す
る
霞
ヶ
関
の
発

想
で
す
。
本
年
４
月
か

ら
発
足
を
企
図
し
て
い

る
「
原
子
力
安
全
庁
」

構
想
も
、
事
故
の
教
訓

を
全
く
活
か
さ
ず
、
相

変
わ
ら
ず
「
人
間
の
安

年
頭
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
解
散
、
総
選
挙
も
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
激
動
の
年
の
予
感
が
し
ま
す
。
危
機
に
瀕
す
る
日
本
。
強
い

日
本
復
活
の
た
め
、
政
治
家
と
し
て
全
て
を
賭
け
て
参
る
覚
悟
で
す
。
引

き
続
き
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

課
題
が
重
な
る
日
本

原
点
回
帰
、
改
革
断
行

人
間
中
心
、
根
本
解
決

温
か
い
、
小
さ
な
政
府

福島原発事故の真相究明のため、塩崎やす
ひさの提案によって、憲政史上初めて国会に
立ち上がった事故調査委員会。
各書店、インターネットサイトにて販売中�
(税込840円)。ぜひご覧ください。

問合せ先　
塩崎やすひさ事務所　089-941-4843

｢国会原発事故調査委員会」立法府からの挑戦状

た
ら
す
、
教
育
改
革
を

含
む
全
て
の
改
革
に
よ

る
「
成
長
戦
略
」
で

す
。
日
本
の
資
本
主
義

の
質
が
問
わ
れ
る
オ
リ

ン
パ
ス
事
件
等
へ
の
厳

し
い
対
応
も
必
要
で

す
。一方

歳
出
側
は
、
徹

底
的
に
ム
ダ
を
な
く
す

事
が
大
事
で
す
。
要

は
、「
温
か
い
が
、
小
さ

い
政
府
」
で
す
。
ま

た
、
国
会
議
員
の
定
数

削
減
は
不
可
欠
で
す
。

昨
年
、
私
が
提
唱

し
、
全
会
一
致
で
法
案

が
成
立
し
、
国
会
に
憲

政
史
上
初
め
て
、
民
間

の
専
門
家
に
よ
る
原
発

事
故
調
査
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
政
府
の
失
敗
を

立
法
府
が
調
査
、
検
証

す
る
新
し
い
仕
組
み
で

す
。
日
本
に
、「
行
政
の

一
権
支
配
」
で
は
な
く
、

「
健
全
な
三
権
分
立
」

が
機
能
す
る
、
新
し
い

民
主
主
義
を
作
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
（
詳
し
く

は
、
下
記
拙
著
を
お
読

み
下
さ
い
）
。
そ
の
中
で

「
強
い
日
本
」
は
復
活

す
る
は
ず
で
す
。

新
し
い
民
主
主
義
を

作
る
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再生紙を使用しています

　深川由起子早稲田大教授と対談。
「失われた20年から脱却する」をテ
ーマに、今こそ政治が何をすべきか
議論する。
　引き続い
ての懇親会
では、地元
松山をはじ
め、遠方か
らも多数ご
参加頂く。（12/13）

愛媛県内最大の産業の祭典、すごいもの
博2011にて、｢NPO大好き中島瀬戸内の
再会桜｣の皆さんと（１０/２２・城山公園）

各地域にて、「塩崎やすひさと語る会」
を開催。厳しい生活現場の生の声を聞
く。（10/12・松山）

　武部勤自民党元幹事長をお迎
え し、「 明 恭 会 」 総 会 を 開 催。
予算委員会の理事として、とも
に戦ったお話しや今後の自民党
をどう復活させるかなど、力の
入ったお話しを頂く。（11/20）

番町公民館と番町小学校が共催する運
動会にて、子どもたちと一緒に大玉く
るりん！(10/２・番町小学校)

「児童養護を考える会」を「児童の養
護と未来を考える議連」に衣替えし、
児童養護、乳児・母子家庭問題など、
「社会的養護」を考える。（12/８･ 
自民党本部）

「ビートたけしのTVタックル」に生
出演。北朝鮮の金正日総書記死去を受
けて急遽番組内容が変更となったが、
拉致問題から外交・国防など広範に議
論。（12/19）松山青色申告会青年部との勉強会に

て、事業承継問題等、切実な課題を多
く頂く。（11/26・松山）

「やすひさ」が行く、見る、参加！

第14回
「21世紀問題懇話会セミナー」

武部勤自民党元幹事長
来松!

塩崎やすひさ
「2012年カレンダー」登場
塩崎やすひさの2012年カレンダー
ができました。
是非、皆さんの
ご自宅や会社な
どにご活用下さ
い。ご入用の方
は、下記までご
連絡を下さい。�
（１枚：50円）

「塩崎やすひさと
明日を語る集い」ご案内

　下記の通り、「塩崎やすひさ
と明日を語る集い」を開催致
します。皆様、どうぞ奮って
ご参加下さい。
日　時：平成２４年２月１２日㈰
	  11:00～13:00
場　所：松山全日空ホテル本館４Ｆ
	 （ダイヤモンドボールルーム）
会　費：2,000円

～あなたの声を政策に～
参加者大募集！！

　ご近所やサークル、職場、ご
友人など、お仲間の輪の中に塩
崎やすひさが参りま 
す。ぜひ、
皆さんの暮
らしの「生
の声」をお
聞かせ下さ
い。 

問合せ先
塩崎やすひさ事務所　089-941-4843

連絡先：塩崎恭久事務所　
　　　089-941-4843（望月・岡）


